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§１．研究開発実施体制  
(1) 「名古屋大」グループ（東海国立大学機構名古屋大学 

① 研究開発代表者： 
佐塚 隆志 （名古屋大学生物機能開発利用研究センター、教授） 

② 研究項目 
１）．社会実装に重要な糖成分比規定遺伝子の解析 
・糖成分比規定遺伝子のクローニング 
２）．新産業用品種の創出に向けた集積育種 
・雑種強勢の重要 5 遺伝子と高糖性遺伝子の集積育種 

 
(2) 「神戸大」グループ（神戸大学） 
① 主たる共同研究者： 

荻野 千秋 （神戸大学大学院工学研究科、教授） 
② 研究項目 

ソルガムの利用促進のためのカタログ化と物質生産 
・バイオマス評価法の開発 
 

(3) 「信州大」グループ（信州大学） 
①主たる共同研究者： 
春日 重光 （信州大学学術研究院（農学系）、教授） 
②研究項目 
ソルガムの社会実装を想定した栽培試験 
・採種・生産力試験 

 
§２．研究開発成果の概要  
糖成分比規定遺伝子座については、MS79B×SIL-05（F2） の QTL 解析も行い、SIL-05アレル

にヘキソース比を上げる効果があることが明らかとなった。また、これまで同定した qHEX-3a, b と

は異なる新規な糖成分比規定遺伝子座 qHEX-7 を同定した。また、糖の総量を増加させる

qHEX-10 も同定した。さらに SIL-05×N2561（HIF）集団を作成し、より正確なマッピングを行える

材料を作出した。ソルガムの社会実装を想定した栽培試験では、当該プロジェクトで明らかとなっ

た雑種強勢 6 遺伝子モデルを応用し、新しく育種創出した 3 品種の純系、1 品種の F1 について

品種登録を進め、また、それらの品種の形質評価を行った。これらの品種の社会実装を目的とした

フィジビリティスタディとして先行品を用いた試験栽培が複数の地域で進められた。 
名古屋大学で育種・栽培されたソルガム 6 品種に関してそのバイオマス成分解析を行った。そ

の結果、TX430 を除いた他の 5 品種ではバイオマス成分には大きな差異は認められなかった。ま

た茎部からの搾汁液を供試した成分分析によって、糖成分が品種によって異なることが明らかとな



 

った。ソルガム搾汁液から、ポリマー原料、エタノール、タンパク質などを組み換え的に生産が可能

である事も明らかとなり、安価なバイオプロセス確立が期待された。 
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